








はじめに 

乳児突然死症候群(SIDS)は、通常の診察では全く異常を認めない乳児が睡眠中に突然死亡

する場合を言う。その発症は生後 2.5 ヵ月から、3ヵ月にピークを有し、4ヵ月を過ぎると

著明に頻度を低下させることが知られている。原因に呼吸中枢の未熟性が考えられている

が、本態は未だ明らかにされていない。これは、本症候群の頻度が少ないこと、また、疾

病の特徴から、事前に睡眠ボリグラフ検査を行った例が少ないことによる。従って、SIDS

の本態の解明には、呼吸中枢諸神経核の役割及び他神経系との結合様式、種々の原因によ

る睡眠時無呼吸症の睡眠機構の異常を検索し、異常睡眠要素のうち、呼吸中枢に関連し、

かつ、上記月齢にその発達の臨界齢を有する要素に焦点を当てていくことが必要である。

本年度は、相異なる原因により、睡眠中に 10 秒を越す無呼吸が頻発した症例についての睡

眠ポリグラフ検査から、睡眠時無呼吸に直接関与する神経系を考察した。 


